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190人 参加 し,多 彩な催 し

山口地方部 『'85エメラル ドの祭典｣

●(写 真 左)3年 連 続 エ メラル ト大 賞を受 賞

した宇 部支部 の｢つ るの 恩か え し｣

●(右)各 行 事 に参 加 して祭 典 を盛 リあ けた

ケ ス トのケ ン ト･テ リカ ッ ト兄弟

去
る5月2-4日,山 口県宇部全 日

空 ホテルにおいて山口地方部長 の

藤竹幸雄 兄弟の管理 のもとに,第8回 エメ

ラル トの祭典が開催 され ました。

この祭典 は,今 まて広島,高 松 ステーキ

部か担当 して いたことから,山 口地方部 と

しては初 めての大きな行事て したが,地 元

山口県は もとより,広 島,岡 山,四 国,遠

くは東京 から多 くの兄弟姉妹 か参加 され,

参加者数 も189名 という今 まての最高 を記

録 したすばらしい祭 典とな りま した。

今回はケス トにケン ト･デ リカッ ト兄弟

をお迎 え して,伝 道 および結婚 をテーマに

3日 間のプログ ラムが進め られ ました。

祭典初 日の夜は,各 地の兄弟姉妹 による

ハ ラエテ ィー ショーが行 なわれ ました。松

山ワー ト部の演劇｢時 をかける少年｣や 南

国支部 によるハワイアンダンス,坂 出支部

の兄弟 からはオ リジナルの歌,ま た,教 会

員のご家族 による剣舞な とが披露されまし

た。それ らの中て今年 のエメラル ド大賞 は,

宇部支部 による劇｢つ るの恩が えし｣に 輝

きました。

翌 日の午前中は,オ リンピックならぬモ

ルモン ピノク運動会か抜けるような青空の

下で行 なわれ,チ ームワークを誇 るニー フ

ァイチームが優勝 しました。

夜 は,昼 のモルモ ンピックとはうって変

わ り,華 麗に変身 した兄弟姉妹 がおいしい
したつつみ

ディナー に舌 鼓 を打 ったあ と,す はらしい

生ハ ン トの演奏 に合 わせてダ ンスを楽 しみ

ました。 ラス トダンスては,自 然 に参 加者

全員か手をつないてひとつの輪 になる とい

う今 まてにない盛 りあか りを見せ ました。

最終 日は,会 場 を宇部支部 に移 し,最 後

のプ ログラムてある｢エ メラル ドに手をつ

なこう｣が 行 なわれました。

このプロクラムは,祭 典のテーマてある

『伝道･結 婚』 に重､屯が置かれ,ケ ン ト･

デ リカソ ト兄弟,松 本副伝道部長 による特

別 セ ミナーに多くの兄弟姉 妹が真剣な面持

ちで臨み,霊 的な証 を得 ました。

このエ メラル トの祭典 を陰て多くの人々

が支 えて くださいました。吉 岡公夫第一副

地方部長かみすから実行 委員長 を務 められ,

地方部長 会をあげて こ指 導くたさり,ま た

高松 のステーキ部長て いらっしゃる田染洋

一兄弟 をはじめ,多 くの方々のご支援 をいた

たきま したことに深 く感謝 申しあげます。

この3日 間を通 し,兄 弟姉妹が多 くの友

人を作 り,ま た力強 い証 を得て帰途 に就 く

姿を見 て,私 たちスタッフも各々すはらし

い証 を得 ることがで きました。 このように

成長する機会 が与 えられましたことに感謝

し,こ の祭典 を通 じて得 た様々な経験 をこ

れか らの信仰生盾 に役立 てていきたいと思

います。(レポーター｢'85エ メラル ドの祭

典｣実 行委員･日 生晃克)

伝道は始まっτのる
一フィリピンバギオ伝道部 が 壬地一

福岡ステーキ部福岡ワード部

松元 春美

伝
道 へ行 こうと決 めてか ら早 くも1

年 が経 って しまいました。8月 に

は行 った こともないフ ィリピンで伝道 して

いるか と思 う と,正 直言 って少 しの不安

もないわけではなく,多 くの面 て｢私 には

荷 が重 いのてはないたろうか｣と 考 えるこ

ともあ りました。

せっか く両親 に死に物狂 いて許可 を得 て,

ここまて こぎつけるこ とがて きたことや,

またほかの兄弟姉妹 たちもた くさんの問題
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各 地 の た よ り

実 を自分 自身で刈 り取 ることがで き,食 べ

ることもで きるのです。 すべてが私 自身の

ためでもあることを知 っています。

神様 は何 もかも私 たちのために与 えて く

ださいます。私 たちが神様 に差 しあげるこ

とができるのは,私 たち一人一人が成長 し,

神様 のみ前 にふさわしくなることです。 そ

の ことを考 える と,私 の伝 道はもうすでに

始 まっていると感 じます。

今 は何 の恐れ もな く歩 くことができます。

神様 とイエス･キ リス トが生 きてまします

ことを知 っているか らです。 これほどに強

い味方があ りましょうか。私は,こ れか ら

も主の僕 となって働 きたいと思 います。 そ

して,こ れからの1年 半の間,私 のすべて

を主にゆだね,喜 んで伝 道 したいと思 いま

す。私 は,神 様 とイエス･キ リス トが確 か

に生 きていらっしゃることを証 します。 こ

の教 会は地上 における真の教会で ある こと

を心か ら証 します。(ま つもと･はるみ 日

本人 として初めてフィ リピンの地 に召され

た。7月 にユ タ艸プロボの宣教師 トレーニ

ングセンターで訓練 を受 け,8月 にフィ リ

ピンバギオ伝道 部に赴任する。看護婦 と し

ての資格 を持つこ とか ら,福 祉宣教師 と し

ての召 しも受けている)

･熱ノ

族は永遠に
族を支える土台である

日聖徒の信仰

東京北ステーキ部

浦和ワード部

上野 英信

たちは,昨 年9月30日,家 族全員

私 そろってバプ テスマを受 けること.

がで きま した。

私 たちが改宗 する決意 をした最大の動機

は,私 を中心 とする宗教 的背景が,あ ま り

にも複雑 化 していたことにあ ります。

亡 き父は神道,亡 き義母は 日蓮宗,母 は

浄土真宗 を信 じ,妻 と末娘 の真理子のふた

りは｢エ ホバの証 人｣の レッスンを受 けて

いました。長女 香織 と長男英一郎のふた り

は懐疑的 とも無 関心 とも受 けとれ る立場 に

あ り,私 はといえば,祖 母 の影響 を受 け,

仏教 を生活信条の基本 とする生 き方を通 し

て きていました。 この家族内部の宗教的背

景 を見て,私 は｢こ れでいいのだろうか。

死後 の世界,来 世 では,私 の家族 はどうな

るのだろうか。父や義 母と会 えるだろうか｣

という疑問や不安 を抱いていました。

｢永遠に家族 は共 にあ りたい｣こ れが
,

私たち家族の最大 の願いでした。 しか し,

思いとは裏腹に,現 状 における宗教的背景

か らすると各々が別々の世界 に散 り行 き,

会う機会 を失 ってしまうような気 がしまし

た。家族が永遠 に共に暮 らす には,皆 が共

通の原則の もとに生 きることが必要 です。

その共通の原則 こそ,信 仰 だと悟 りました。

私 は一家の長 として,こ の複雑化 した我

が家の宗教 をまとめる責任があ ると思 いま

した。

仏教 の立場 で しか考 えることのできない

私は,無 意識の内に,仏 教的家族の統一を

考えていました。 しか し,反 面,仏 教界の

争いや仏教徒 とは名ばか りの信徒 ら,形 式

化され,仏 の供養が中心 とな り,生 者 を救

う道が閉 ざされてしまったような現 状の中 .

で,私 は,そ れでも仏教 の世界 にこそ生 き

る道があると信 じ,そ して悩み ました。

妻と真理子が ときどきレッスンを受 けた

り,教 会 に行 った りす るのを見て,心 の中
はんもん

で,こ れでいいのだろうかと煩悶 しました。

｢釈迦 の世界｣｢キ リス トの世界｣に 我が家

が二分 しているのを見 るのは不安 で した。

しかし,そ のうちに妻と娘の行動 は,私

に仏教 の世界か らキ リス トの世界に 目を向
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けさせ ることとなったのです。

昨年の6月 末頃,妻 から,ふ た りの外人

宣教師が我が家 を訪問 していることを聞 き

ました。7月 中旬 にな って,妻 は,今 度は

私に も会 って欲 しいと言ってきました。断

わっても断わっても訪 問を続 けるふた りの

宣教師 に,根 負けしたのかも知れ ません。

私は妻 の頼みに,一 度だけという条件 をつ

けて会 ってみることにしま した。

その約束 を伝 えた日に,ふ たりの宣教師

が,私 のために と一冊のパ ンフレッ トを残

していきました。それ は,｢モ ルモ ン教 徒に

ついて｣と いうパンフレッ トで した。

｢末 日聖徒 イエス･キ リス ト教会｣と い

う長々 しい名 前を教 えて くれた妻の言葉 と,

パ ンフ レッ トの｢モ ルモ ン｣の 文字 を不思

議そ うに見ている私 に,妻 は｢モ ルモン教

会｣と も言 うと教 えて くれました。妻 の説

明 に耳を傾 けながら,私の 目は｢モ ルモ ン｣

の4文 字 に釘 づけにされたように,そ の文

字 を一字一字追 ってい ました。

30年 前,私 が19歳 のとき,外 人キャンプ

で働 く機 会を得 た私は,い つ も片手 に聖典

を持 ち,声 をかけて くれるふたりの兵士 と

友達 になりました。 そして,幾 度か教会 に

も誘 われ,行 ったことがあ りました。

ふた りの兵士 が帰国の折 に,私 の手 に残

していってくれたのが,｢モ ルモ ン経｣で し

た。それは,1ペ ージす らも目を通 される

ことな く,い ず こかへ消え去 って しまいま

したが,｢モ ルモン｣の4文 字 だけは,し っ

かりと私 の心の中に刻 み込まれていました。

この4文 字 によって,.あ のふた りの兵士 の

ことが思 い出 され,私 の心がふた りの宣教

師 に向けられて いったことに,ま たキ リス

トの世 界へといざなわれていったことに,

私 は不 思議 な縁 を感 じずにはおれません。

昨年の7月 下旬,私 たちは家族全員でふ

た りの宣教師 を迎え入れ ました。期待する

中にも大きな不安 があ り,朝 からその 日は

落 ち着 きませ んで した。父や母,先 祖 に対

する裏切 りにも似た感情 と,新 しい世 界へ

の期待 と不安力咬 錯 する中で,私 は動揺 し,

落 ち着 きを失 ってい ました。

ふたりの若 い宣教師 のまじめで謙虚 な態

度 に,ま た親 しみのある表情 を見せ る心や
まな ざ

さ しい眼差 しに好感を持 つとともに,時 折,

それ らが30年 前 の あの ふた りの兵士 の表

情 と重 なって くるので した。 こう して宣教

師が自分 たちの父 を語 り,母 を語 り,兄 弟
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各 地 の た よ り

セブ･ス ミスの経験 について も教 えてくだ だ とわ か りま した 。 レ ッス ンは10日 ほ どで

ゆる

神 は私を聖 められ,赦 しを与えてくださ

さいました。 それまでカ トリックの神 父や 終 わ り ま した。 い ました。キ リス トへの真 の改宗 をするこ

プロテスタン トの牧師 などいろいろな方 と 私 は三浦半 島の民宿に一泊 し,断 食 して とによ り,よ り多くの祝福 を家族 にもたら

話 しましたが,皆 聖書 からモルモンの主張 モルモン経 を読みふけ りました。午前3時 す ことがで きました。私 は,こ こまで育 て

が正 しくないことを指摘 していました。そ に読 み終 わ り,神 に尋 ねました。私 は心 に て くださった神様の大 きな愛に報 いるため,

れも絶対の 自信 を持 ってです。このご主人 とても熱い ものを感 じ,涙 がほおをつたい, 命 じたもうすべてのことを行 ないたい と決

が教 えて くださることは別で した。私は何 神 が生 きてお られ,こ の末 日聖徒 イエス･ 心 してい ます。 また,い ろいろな形で私 と

も反論することがで きませんで した。 キ リス ト教会 こそ真のイエス･キ リス トの 家族 に愛 と忍耐 を示 して くださった多くの

彼 らの家 を後 にして家路 に就 いていると 教 会であるという答 えを受 けました。 また, 方 々に,心 か ら感謝 しています。最後 まで

きは,私 の視 界をふ さいでいた黒雲 が割れ, この教会 に入 り,福 音をさらに研 究して実 耐 え忍 び,戒 めを完全 に守る者 は,福 千年

一条の光が射 すのを見るようで した。何か 践するならば,こ の世において は幸福 を, でキ リス トと共 に平安の うちに過 ごせるこ

温かいものが全身 を包み,希 望が心 の底か 来世 では永遠の生命 を得 ることができ,天 とを証 いたします。(い き･ま さのぶ1946

らわいてくるのです。明 日は日曜 日で,彼 父のみもとへ帰れることを知 りました。 年生 まれ,高 崎東 ワー ド部第二副監督)

らと駅 で待 ち合 わせ をして彼 らの教会へ行 その翌 日が私 のバプ テスマの 日とな りま
ξ'ヒ

}

､

くのです。

日曜 日,洗 足池 のそばにある教会堂 に初

した。 ア ロ ン神 権 を いた だ き,プ リ･イ ン

ス テ ィテ ユ ー トの教 師 に召 され,東 京 第2
､幽L勲 礎

･･暗
心'圭墨･

}ド ､

}
､㌔礪 綴醇h ㌧･三

､

めて入 りました。神権会,日 曜学校 と出席

して,そ の後礼拝堂 に入 り,聖 餐会が始 ま

ったそのとき,私 は全身 に鳥肌が立 ち,ぶ

ワー ド部(現 在の中野 ワー ド部)で 福音 を

教 える機 会にあずか りました。 アロン神権

の教 師の職 にあ りなが ら,大 祭司や長老 の

璽 欝し寮 一･･､

幽醗臨』鱈
一 皿

ゴ1
-､ゴ ご

賦 諮2'･
ハ:気ゲ

懸幽圏願圏臨

ド 囁

る ぶる と震 えて何 か に捕 らえ られたよう 方々,ま た長 く会員生活 を送 っておられる
羅糞_.一議

1

にな り,涙 が止め どなく出てきました。私 方々の前 に立つ と,そ れ だけで全身が震 え,
1

はこの とき,長 く求 めていた神 の愛 に接 し,

その胸 に抱 かれた思いでした。

それ までの私の人生 は苦難の連続 でした。

小学校3年 で父を交通事故で亡 くし,母 と

も別 れ,親 戚にあずけ られ た少年 時代。母,

姉,妹 と共 に三畳一間のアパー トで過 ごし

脂汗が出てきたことが,つ いこの間の こと

のように思 い出 されます。 ましてやその生

徒 の中 に私 の永遠の伴侶 となる人 がいるな

どとは知 る由もありませ んで した。

ひと月に2度,必 死 の思いで中野へ と通
㌃

い,生 徒 とも次第 に良い関係 が築 けるよう

一 一醗 騒.一

翻翻
ド}

庫

撚 囁糧; ｢'さ

ヒ
汎囁､

｢∴1
･
,

た中学時代。 ノイローゼの連続だ った高校 にな りました。-生徒 のひとりである山岸姉

時代。 そしていろいろな本 をあ さり,真 理

を求 めて も得 られ なかった苦 悩の青年時代。

19歳 にな り,希 望 をまった くなくして死ぬ

ことしか考 えられなかった絶望の とき,妹

が購読 して いた｢も のみの塔｣と いう雑誌

妹 とも親 しくな り,年 齢がかな り離れてい

て も逢 うたびに何か心 が温か くな り,久 し

ぶ りに故郷 へ帰 ったような懐 しい気持 ちを

味 わいました。

家 に帰 り深 く考 えました。山岸姉妹 は私

福音ど'｣う
愛の祝福

で初 めてキ リス トというお方 につ いて知 っ よ りも13年 も早 く地上 に来て,い ろいろ

たのです。 どんな本で も得 られ なかった真 な経験 を して いた ことがわか りました。 仙台ステーキ部山形ワード部
理 を見つけたような思 いに駆 られ,聖 書 な

る書物 に最後の望 みを託 して学 んでみよう

考 えを決めて祈 りました。バプテスマを受

けるときに三浦半島の民宿で祈 ったときと
曽根原 洋

と決心 し,そ の教会 に入 りました。 しか し 同 じように,心 からの確信 を得 ました。

人格形成 をするうえでの私 の悩みは深 く,

ギャップを感 じるばか りで した。

翌 日プ ロポーズをして,彼 女の承諾 を得

ました。 さらにこの証 を確かな ものにす る

い頃,ク リスマ スが近 づ い て く る

幼 と,亡 き父が よくこんな話 をして

で は,末 日聖徒 の礼拝堂で感 じた強い シ ために,ふ た りで断食を して祈 りました。 くれ ま し た。｢ク リスマ ス とい うの は た だ酒

ヨックは何 なの でしょう。それ までの教会 私 はこのとき,彼 女 こそ最 もふ さわ しい永 を飲 んだ り,ば か騒 ぎをした りするために

では得 られ なか った霊感で した。この とき 遠の/判呂であると,強 い答 えを得 ま した。 あるのではな く,イ エ ス様 が生 まれたのを

私 は,霊においてはっきりと,この教会が真 1973年6月16日,東 京 第2ワ ー ド部 で高 記念 するすば ら しい 日なんだ よ。｣そして

実であるとの強い証を得 ました。それで十分 橋実監督の司式のもと,会 員の方々からの 神様について,聖 書 につ いて,幻 燈を使 っ

で した。聖餐会 の後 ある会員の方にバプテ 温かい祝福を受 けて結婚 式を挙げ,そ の年 て教えて くれ ました。 ノアの箱舟の物語 や,

スマを受 けさせて くださいとお願 いしまし の8月 にはハワイ神殿で結 び固めの儀式 も みどり児 イエ スについての話 などが脳裏 に

た。宣教師 に紹介 され レッスンが始 まりま 受けることができました。その後 しばらく 焼 きつ い て い ます 。

した。モルモン経や教義 と聖約 から驚嘆す す ると,神 様は最 も大 きな祝福 を我が家 に 私 には兄弟が たくさんおり,物 質的 には

べき真理を学 び,怖 いほどこの教会が真 実 送 ってくださいました。娘の誕生です。 決 して恵 まれていた とは言 えない少年時代
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各 地 の た よ り

泣 いていました。

こんな体験 は生まれ て初 めてでした。 こ

の世 に生を受 けて から3(鰍 年 とい うもの

何 と無駄に過 ごしてきたのか,ま た何 と自

分 は高慢 でくだらない人間だ ったのか思い

知 らされたような気 が しました。 できるこ

となら生 まれ変 わって,き れいになって天

のお父様の ところへ行 きたいと心 の底か ら

思いました。

そのことを主人 に話 したとき,主 人 は涙

を流 して喜んでく礼 今度一緒に レッスン

を受 けようと言って くれました。

それから1カ 月半 くらい してか ら,私 た

ちは夫婦でバプ テスマ(昨 年の11月24日)

に導かれ,末 日聖徒 とな りました。神 を,

御子を,心 か ら愛 し尊敬 し,ま た信 頼する

ようにな りました。私たちは神 に対 し,隣

人に対 し,い つ も従順で謙遜 であろうと決

心 したのです。

私 の家族 の生活が,す べて変わ りました。

一 窓服'一
内内 婁

難嚢舞 講醸

嘩響『難

の人生にとって この証 はとても大

切な1ペ ージとなるものです。 な

ものの見方 や考 え方,価 値観 夫婦 として

親子 として,本 当に変わ りました。家庭 の

中には明るい灯が ともり,笑 いが戻 って小

さな天国のようにな りました。私 たちがい

つどこにいても,何 をしていても,み たま

の見守 りがあ りますので,心 にはいつ も安

らぎがあ ります。

ここまで私 たちを導 き救 ってくださった

日光長老 とジェンタ長老 に心から感謝いた

します。

この末 日聖徒 イエス･キ リス ト教会が,

神 からの啓示 を受けて回復 された,唯 一真

実 の教会であることを証 します。真理はひ

とつしかあ りません。

私 たちはこの教 会 に真理 を見いだす こと

ができ,神 様 から何 より貴 い祝福 をいただ

いたと思 ってお ります。 このすば らしい福

音 を子供たちにもしっか りと伝 えていきた

い と思い ます。(そねはら･か ず こ1949年

生 まれ,山 形 ワー ド部扶助協会書記)

鋼
畿

喉

繋

繍

●日々の恵み ●

バ ラー ド長老の

｢伝道｣の 目標を

実行 して得た証

大阪北ステーキ部

茨木ワード部

私
ぜな ら,教 会員 となって今 日ほど確 かな証

を得 たことがなかったか らです。

最近 になって教会 の書物をよく読 むよう

にな り(以 前 はあま り読んでいませんでし

た),今 年の年 間 目標 を知 りました。それは

『伝 道』です
。｢聖徒の道｣の1月 号 に記 さ

れ たM･ラ ッセル･バ ラー ド長老の言葉 が

強 く印象に残 りました。

｢近い将来 に特定 の日を定 め,そ の 日ま

でにだれかを福音 の教 えを聞くことができ

るように備 えさせるのです。…… いつか教

会員 になるなどとは思 って もみなかった人

の名 前 を思 い起 こ させ て く だ さる の で

更山 多津子
(写真左)

す。｣

これを読んだ とき,こ れはまさしく神様

が私 に望 んでお られることであると感 じま

した。そしてす ぐさま断食 と祈 りを始 めま

した。

わずか2食 の断食で したが,神 様は私の

祈 りを聞 き届けてください ました。1月 に

｢聖徒 の道｣を 読 んでか ら
,そ の翌月には

福音 を聞 いて くれる友人を見いだすことが

で きたのです。

私 たちはごく自然 に教 会の話 に入 り,友

人 は私 の言葉に何 ひとつ否定す ることもな

くこう言 ったのです。｢私も教会 に連 れて行

って ください｣と。(え っP今 聞 いたこと

は本当に本 当P)と 一瞬 自分 の耳 を疑 いま

18

した。 しか しながら,彼 女 は平然 として な

お も言葉 を続けま した。｢日曜 日に遊 びに行

って もいいですかPそ して教会へ も連れ

て行 ってくださいね。｣

それは真実で した。私 の聞きまちがいで

も何で もあ りませんでした。彼女 は,2月

の終わ りか ら宣教 師のレッスンを受け,4

月の終わ り(4月28日)に はもうバプテス

マを受けたのです。

神様のみ言葉 を聞いて,そ れを本当に実

践 することができたなんて,私 にはまだ夢

を見 ているかのように思 えます。 しか しこ

の ことを通 して,神 様が確 かに生 きてお ら

れ,絶 えず私 たちを導いてくだ さって いる

ことを真実真 已･から証 できます。そして,

末 日聖徒 イエス･キ リス ト教会が真実 まこ

との教会で あることを心 から証 します。

またこれ からも,ひ とりでも多くの人 に

この福音 を伝えるお手伝いがしたいと,心

か ら願 って い ま す。(さ らや ま･た つこ

1954年 生 まれ 茨木 ワー ド部扶助協会書記

補助)

釧路地方部
帯広支部

渡辺 美枝子

羅

蟻
　　霧
}…舗

灘
龍

のプログラムは本当 にすばらしい

主 ものです。系 図探求 もそのひとつ

ですが,以 前 に今の家 の4代 までの系図を

調べて神殿 に提出 し,自 分 自身死者のため

の身代わ りのバプ テスマを受けてお りまし

たので もうこれで系図の責任が終 わった と

ばか り思 って安心 してお りました。

しかし私 の住 んでいる地方部 で今年系図

についての様々 な集会 があり,あ る姉妹 が

系図 は4代 で終わ りではなく,そ の4代 が

終 了した ときから始まると証 しておられ ま

した。私 は彼女の証 に心 を打たれ,改 めて
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TELO878-21-1301

文化セ ンターで何回かは開けることにな り

ましたか,そ れ以外 の安息 日の集会場所 が

なかなか見つかりませんで した。

しか し幸 いにも教会か ら100メ ー トルほ

としか離れていない所 に,主 は聖徒 らの集

う場所 を備 えておいて くださったのてす。

自治会 の公民館 を使用 させていたたけるこ

とになったので した。分級 こそできません

か,兄 弟,姉 妹共に1週 間交替 て扶助協会

と神権会を開 いたり,日 曜学校の時間 は全

員て系図を調 へたり,ち ょうと,寺 小屋の

ように床の上 にカーペ ッ トを敷いて古 めか

しい細長い座卓 に座布 団を敷 き,聖 餐 もみ

んな正座 をしていただ きま した。

カ シオ トー ン,聖 餐の道具,灯 油缶 など

の3種 の神器を持 って右往左往の集会 てし

たが,初 期の教会員や宣教師 のご苦労 か少

し理解 てきたような気が しました。 このよ

うな2カ 月を過 こしてから完成 した礼拝堂

へ入 った聖徒 たちの感動はひ とかたな らぬ

ものてあったと思います。11日 の引 き渡 し

後 たくさんの兄弟,姉 妹が,献 堂式 に向け

て荷物の整理,大 掃 除,ワ ックスか けと夜

遅 くまで働 いてくださいました。

中で も土曜 日の夜は来賓の井上龍 一地区

代表 まで もが見かねて2階 の窓ふきを手伝

って くださった り,初 等協会 の子供 たちか

手に手 にヒニール袋 を持 ち,草 取 り,ご み

拾いをして いるほほえましい場面 もあ りま

した。 そして とうとう土曜 日の深夜,高 松

で最 も祝福 された美 しい建物 が完成 しまし

た。

4月14日 には,徳 島,丸 亀,坂 出の全会

員,ス テーキ部 の役貝,お 世話 になった建

◇ 敷 地 面 積:

1276.91mｰ

◇ 建 築 面 積:

471.28m

◇ 延 床 面 積:

942.56m'

簑難 繊 驚 鍵鰹 蓑;･難噛講 輪 灘..

●礼 拝 堂

築会社 の役員 の方々を交 えて,祈 りの家,

学問の家,断 食の家 信仰の家と して教 会

堂 を主 にささけることがで きました。

5月24,25日 の2日 間にわたってオープ

ンハウスを行 ないました。㍗ちらしを900枚,

はか きを300枚 ほと準備 し,兄 弟たちか集

まって祈 り,ふ た りずつ,近 くの家 々を訪

問 しました。主の助 けがあってほ とんとの

家で決く迎 えて くれました。 また当 日は,

た くさんの近所の子供が来 てくれ ましたし,

土曜の夜 のパーテ ィーには近所の方々を交

えて楽 しい会が持 てたことを感謝 してお り

ます。

後 部の座 席だけで も150名 かゆった り座

れ る,と て も広 い礼拝堂 なのて,毎 週 の

集会 には空席が 目立 ちます。そして,主 が

これ ほとの集会所 を与 えて くださった こと

に対 して,私 たちはこの礼拝堂 を人々で満

た してい く責任 を感 じております。ニーフ

ァイの言 ったように｢主 が命 じた もうこと

には,人 がそれ を為 しとけるために前以て

ある方法が備 えて あ｣る ことをよく知 って

います。(1ニ ーフ ァイ37)そ れゆえに

私 たちは｢主 が命 じた もうたことを行 って

行｣な いたいと思います。(高松 ワー ド部監

督･工 藤徳幸)

■編集室から

●心 に残 った 記 事 の感 想 文,各 地 の 話

題 や 行 事,｢日 々 の 恵 み｣コ ー ナ ー の

証,｢職 業 と信 仰 シ リー ス｣,カ ッ トな

と をお送 リくた さ い 。 口 月号掲 載 分 の

締切 は9月6日(必 着)で す 。 投稿 の

際 には必 す 連 絡先(電 話番 号)を 記 入

して くた さ い。

● あて 先'〒106東 京都 港 区 南麻 布5

-10-30末 日聖 徒 イエ ス･キ リス ト

教 会｢聖 徒 の道｣編 集室 容03-440-

2351(代)

■渋谷ブックセンターから

新刊
｢福音の標準教授法｣

A4変 形 り42頁400円

従来の｢家 族のための末道

者標準教育法｣の 改訂版。

専任宣教 師,ス テーキ部宣

教師,地方部宣教師,七 十人そのほか伝道関係者用。

この資料は今年一杯全世界の伝道部て使 用さ'れた

後再度検討か加え られ,来 年4月 に最終版(英 語)

完成の予定。
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